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茂呂周（日本大学大学院総合科峨研究科）

第･I･Ｉ向1.1ｲえ消化器免疫学会総会（平成１９年７月於：品川会１２：石川伸通）

〈免疫一般(2)〉座長

このセッションの３油題は歯髄．歯肉．唾液腺など

11膝に関する発斐である

館ｌ職は歯髄に関するもので，既に良く知られてい

るように歯髄細胞は外来刺激に弱く，株化細胞株はほ

とんどなく歯髄の研究に不都合をきたしているのが現

状である勝呂らは抜去棚から歯髄細胞を抽州し．

ＳＶ‘I()LaI･gcTanligcI1をlipo１℃cIaminc法をjljいて週

伝了･導入したその結果．９祁頬の不死化細胞株を得

たそのうち，歯髄細胞では求椛杵の８ｲ'賊iの遺伝子

が検出され，またThylﾙＮｉ，険性により２棚に分緬

できたとしている。これらの細胞株は歯髄細胞の機能

解析に打用であるとおもわれる

鰯２１細lは伽,ljl炎におけるＴ細胞の役111ﾘに関する発

炎であゐ。発炎門・らは既にｉ卿'【脂肪酸，勝に耐酸がＴ
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